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　　　　　　　　　　　　今年は巳年､すなわち蛇年です｡古来より蛇は､人々から

7一転l7　　　　　71　　　　　　　　　　　　　　恐れられ祉玲され6一方r､涙葎と蛍祓･対象ｒもあつ7-、　　各心く　

神のお使い又は神そのものと思われ多くのむかしばなしyi!ii　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

や古典､伝説に登場してきました。

(写真一正月を飾る初生け。文化協会華道部より)
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壬
生
町
長

　
　
柚
井
　
章
三

町
議
会
議
錬

　
　
橋
本
　
幸
明

　
午
顛
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
工
げ

ま
す
。

　
私
は
、
壬
生
町
総
合
振
興
計
画
を

基
調
に
諸
施
策
事
業
等
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
一
乗
に
関

係
各
位
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
に

よ
り
着
実
に
そ
の
基
盤
と
な
る
事
業

が
推
進
で
き
ま
し
た
も
の
で
、
こ
こ

に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
ニ
で
、
昭
和
六
千
三
年
度
に
お

け
る
町
政
推
進
状
況
の
ご
報
告
を
申

し
Ｌ
げ
ま
す
と
、
義
務
教
育
施
設
と

し
て
壬
生
北
小
学
校
プ
ー
ル
及
び
校

庭
撃
偏
が
完
了
、
ま
た
壬
生
小
学
校

増
改
築
事
業
も
順
調
に
進
ん
で
お
り

ま
す
。
黒
川
の
里
ふ
れ
あ
い
プ
ー
ル

の
増
設
も
完
了
し
入
場
者
が
九
万
人

を
超
え
る
盛
況
で
し
勺
ま
た
、
県

主
の
健
全
育
成
を
目
的
と
し
た
県
全

館
も
二
月
未
、
完
成
を
目
指
す
と
と

も
に
、
公
園
墓
地
整
備
事
業
に
つ
い

て
は
都
市
計
画
の
決
定
が
な
さ
れ
地

催
者
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら

用
地
取
得
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
住
み
よ
い
住
宅
環
境
を
祭
え
る
た

め
の
公
共
下
水
道
も
旧
壬
生
市
更
地

の
供
用
開
始
と
と
も
に
逐
次
区
域
の

拡
大
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他

無
業
生
産
性
の
向
上
と
水
田
利
用
の

再
編
を
は
か
る
た
め
圃
場
整
備
、
無

道
整
備
等
も
羞
実
に
推
進
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
町
の
機
構
も
昨
年
七
月
に

　
午
順
に
あ
た
り
町
議
会
を
代
表
い

た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
平
素
議
会
の

運
営
に
深
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜

宍
誠
に
有
難
く
衷
心
よ
り
感
謝
の

意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
本
年
は
、
我
が
壬
生
町
が

　
　
　
　
　
　
　
　
｝

今
は
遠
き
明
治
二
十
二
年
に
町
制
が

施
行
さ
れ
て
よ
り
、
丁
度
一
〇
〇
年

目
に
当
た
る
記
念
す
べ
き
節
目
の
年

で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
節
目
を
契
機
と
し
て
、
地
方

自
治
の
意
義
と
そ
の
重
要
性
を
再
確

認
す
る
事
は
、
誠
に
意
義
深
き
も
の

が
あ
り
、
我
々
議
会
に
携
わ
る
者
と

部
制
を
導
入
す
る
等
改
革
を
い
た
し

水
俣
処
坪
の
ス
ピ
ー
ド
化
や
、
時
代

の
要
請
に
こ
た
え
て
弾
力
的
な
対
応

に
努
め
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
新
年
度
の
予
算
編
成
の
大

綱
を
申
し
上
げ
ま
す
と
、
都
市
施
設

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
壬
生
城
址
公

園
の
完
成
を
目
指
す
と
と
も
に
公
園

墓
地
整
備
の
第
一
期
事
業
を
ニ
カ
年

継
続
で
進
め
、
新
た
に
総
合
運
動
公

園
整
備
の
た
め
用
地
取
得
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
町
道
の
整
備
で
は
、
北
関
東
自
動

車
道
路
関
連
町
道
を
は
じ
め
生
活
道

路
を
自
治
会
長
さ
ん
を
初
め
関
係
地

権
者
等
の
ご
協
力
を
賜
わ
り
整
備
し

て
ま
い
り
ま
す
。
生
活
環
境
整
備
で

は
、
給
水
人
口
の
増
加
に
対
応
す
る

た
め
取
水
井
の
増
設
と
配
水
管
の
布

設
を
行
い
給
水
区
域
の
拡
大
に
つ
と

め
る
と
と
も
に
、
公
共
下
水
道
事
業

の
整
備
促
進
に
努
め
、
特
に
安
塚
地

区
の
雨
水
幹
線
の
実
現
に
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
継
続
事
業
で

実
施
し
て
お
り
ま
す
、
し
尿
処
理
場

の
整
備
を
は
か
り
ま
す
。

　
社
会
福
祉
で
は
、
心
身
障
害
者
の

福
祉
増
進
の
た
め
福
祉
タ
ク
シ
ー
制

度
を
設
け
る
と
と
も
に
、
保
健
事
業

の
充
実
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
｝

　
教
育
の
充
実
で
は
、
施
設
整
備
が

は
ぼ
完
了
し
ま
し
た
の
で
教
育
内
容

の
充
実
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
農
政
に
つ
い
て
は
、
水
田
農
業
確

立
対
策
事
業
及
び
圃
場
整
備
、
農
道

排
水
路
等
の
土
地
改
良
事
業
を
積
極

的
に
推
進
し
、
合
わ
せ
て
恵
川
改
修

の
た
め
県
営
基
幹
排
水
対
策
特
別
事

業
の
推
遂
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
商
工
業
の
振
興
に
お
い
て

も
、
大
型
店
対
策
、
中
小
企
業
の
振

興
と
昨
年
発
足
し
ま
し
た
町
観
光
協

会
の
充
実
強
化
に
努
め
て
ま
い
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
今
年
は
、
壬
生
町
が
明
治

二
十
二
年
に
町
制
を
施
行
し
て
か
ら

一
〇
〇
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
で
も

あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
伴
な
う
行

事
等
も
併
せ
て
行
な
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
以
上
、
私
の
抱
負
の
一
端
を
申
し

上
げ
ま
し
た
が
、
今
後
の
税
制
改
正

の
動
向
や
経
済
情
勢
を
見
極
め
な
が

ら
「
活
力
と
創
造
に
満
ち
た
ふ
れ
あ

い
の
ま
ち
」
づ
く
り
を
目
指
し
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
町
議
会
を
は
じ

め
、
町
民
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援

と
ご
協
力
を
賜
わ
り
、
町
総
合
振
興

計
画
の
実
現
に
向
け
最
善
の
努
力
を

傾
注
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
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し
て
、
よ
り
一
層
の
職
務
の
研
讃
に

努
め
、
教
育
文
化
の
向
上
、
住
民
福

祉
の
充
実
、
地
域
環
境
の
整
備
、
そ

の
他
諸
々
の
理
想
的
な
町
政
推
進
に

邁
進
す
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
一
口
に
町
制
施

行
以
来
一
〇
〇
年
と
中
し
ま
し
て
も
、

こ
の
一
世
紀
に
亘
る
永
い
歴
史
の
過

程
に
於
て
は
、
各
種
行
政
面
に
於
て

決
し
て
平
担
な
道
ば
か
り
で
は
な
く
、

定
め
し
延
金
曲
折
の
連
続
で
あ
っ
た

で
あ
ろ
う
事
は
、
想
像
に
難
く
あ
り

ま
せ
ん
。

　
そ
の
後
、
昭
和
二
十
九
年
十
一
月

稲
葉
村
と
合
併
、
更
に
、
翌
三
十
年

七
月
南
犬
飼
村
と
合
併
し
、
新
生
壬

知
事
選
挙
結
果

　
任
期
満
了
に
伴
う
栃
木
県
知
事
選

挙
は
、
‐
1
.
二
月
四
日
に
投
票
が
行
わ

れ
、
現
職
の
渡
辺
文
雄
氏
（
５
９
）
が
再

選
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
候
補
者
の
得
票
数
は
、
渡
辺
氏
が

四
四
六
、
八
九
一
票
、
浜
野
清
氏
�

が
五
七
、
七
〇
三
票
で
し
た
。

　
本
町
の
選
挙
結
果
は
別
表
の
通
り

で
す
。
な
お
、
自
治
会
別
投
票
結
果

で
は
、
上
坪
自
治
会
が
六
三
・
二
四

％
で
町
内
の
最
高
投
票
率
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
）

生
町
が
誕
生
し
て
か
ら
は
、
そ
の
時

々
の
為
政
者
及
び
町
民
各
位
の
た
ゆ

ま
ざ
る
努
力
に
よ
り
、
健
全
財
政
の

実
現
と
、
そ
れ
に
伴
な
う
町
政
発
展

の
た
め
、
諸
施
策
が
次
々
と
進
め
ら

れ
て
参
っ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
幸
い
壬
生
町
は
、
豊
か
な
歴
史
と

文
化
、
そ
し
て
恵
ま
れ
た
自
然
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
て
三
万
九
千

町
民
の
英
知
と
子
不
ル
ギ
ー
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
を
総
合
的
に
結
集
し
、

楠
井
町
政
の
基
本
方
針
「
活
力
と
創

造
に
満
ち
た
ふ
れ
あ
い
の
町
壬
生
」

を
基
本
理
念
と
し
て
、
各
界
代
表
の

皆
様
を
初
め
、
町
民
各
位
の
深
い
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
効
率

昭和63年12月４日執行

　　栃木県知事選挙結果表

的
な
行
政
執
行
に
努
力
が
な
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
三
万

九
千
町
民
の
代
表
で
あ
る
事
を
深
く

認
識
し
、
そ
の
意
と
す
る
と
こ
ろ
を

最
大
限
町
政
に
反
映
す
べ
く
、
可
能

な
限
り
最
善
を
尽
す
覚
悟
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　
そ
し
て
、
本
年
が
文
字
通
り
最
良

の
年
で
あ
ら
ん
事
を
、
祈
念
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　
終
り
に
皆
様
方
の
限
り
な
い
ご
支

援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

併
せ
て
、
各
位
の
ご
健
勝
と
益
々
の

ご
発
展
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

移
動
研
修
会
盛
大
に
行
わ
れ
る

　
　
第
三
回
栃
木
県
市
町
村
消
費
者
団
体

（
講
演
会
風
景
）

回投］

白票

区
投票所名

臼選挙当゛万

　日の有

　権者数

ﾀﾞ投三景宋

者　数 投票率
　％

１ 壬生中央公民館 4,624 1,865 40.33

２ 上新町公民館 1,695 704 41.53

３ 旭町公民館 1,025 353 34.44

４ 藤井中央公民館 883 384 43.49

二5、 壬生束小学校 2,928 945 32.27

プ６円
原坪公民館 744 365 49､06

７ 稲葉地区公民館 981 384 39.14

８ 七ツ石公民館 544 218 40.07

９ 羽生田小学校 875 298 34.06

10 鰹沼公民館 746 230 30.83

11 北小林公民館 449 228 50.78

２ 安塚小学校 3,142 1,243 39.56

玉1＆ 上長田公民館 484 201 4!.53

且4ﾌﾞ 上田公民館 564 265 46.99

ゴ5 助谷公民館 425 194 45.65

16 中泉公民館 479 206 43､01

17 おもちや団地厚生会館 2,331 644 27.63

18 独協医大体育館 1，708 707 29.68

!9 六　美　会　館 2,307 809 35.07

合　　　計 26,934 10,043 37.29

連
絡
協
議
会

　
ト
二
月
八
日
、
壬
生
中
央
公
民
館

に
お
い
て
、
第
三
回
栃
本
県
市
町
村

菌
背
荷
団
体
遼
絡
協
議
会
の
移
動
研

修
会
が
、
約
百
十
名
の
方
々
が
参
加

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
研
修
会
は
、
県
内
の
各
消
費
者
団

体
が
交
流
を
深
め
っ
つ
、
学
習
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
消
費
者
問
題
を
考
え

よ
う
と
い
う
も
の
で
、
県
農
政
課
農

村
振
興
班
長
の
川
又
康
之
亮
氏
の
「
栃

木
県
の
農
産
物
を
考
え
よ
う
」
の
講
演

に
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

選挙投票率上位自治会

投票率％ 順　　位 白　治　会　名

63.24 １ 上　　　　　坪

57.14 ２ 上　　通　　町

55.88 ３ 城　　　　　内

52.06 ４ 鹿　　　　　島

51.01 ５ 田　　　　　向

50.78 ６ 北　　小　　林

壬生町民憲章　１．心のふれあいを大切にし教養と文化の高い町をつくります
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決算状況

　昭和６２年度一般会計の決算額は、歳入６９億

　5､095方１千円で、予算額に対し、2.1％増､、前

年度決算額に比べ、４．２％の増となりました。

　また、歳出では、６５億4､927万４千円で、予

算額に対レ96.2％の執行で、前年度の決算額と

比較し5.2％の増となりました。

　グラフ①は、歳入の決算割合を示したものです。

町税などの自主財源が総収入の63.3％を占め、地

方交付税や町債などの依存財源が367％を占めて

います。

　これらの財源が、どのような目的に、どのくら

い使われているかは、歳出グラフ②のとおりです。

　グラフ③は、性質別歳出状況を示したものです。

全体の34.5％を占める普通建設事業費は、壬生東

小、壬生北小の校舎増改築工事をはじめ、宿泊研

修施設の建設や聴道、芸道の整備などの費用です。

③性質別歳出状況
災害復旧事業費

投資及び出資金

　　　　　1.3％

維持補修費
0.6％
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　町民のみなさんに、町の財政がどのように

なっているかを知っていただくとともに、町

政に対する理解を深めていただくため、町の

財政状況の公表をしています。

　今回は、昭和62年度の決算状況についてお

知らせします。

①歳入の状況
県支出金 　4.0％

2憧7､333万

２億760万ｓ千円4‾億'4J741万７千円

②歳出の状況
朧会費　1.8％

　商工費
9.796万7千円

２億7.677万円
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一世帯当たりを見ると

歳
費
費
費
費
費
費
他

育
務
木
債
生
生
の

教
総
土
公
民
衛
そ

計

町
町　民　　税

(法人町民税を除く)

固定資産税

軽自動車税

町たばこ消費税

電　　気　税

都市計画税

計

出

17万1,983円

12万1,815円

9万7,575円

5万3,397円

4万5,489円

3万8,867円

7万1,394円

一

60万　520円

税
12万7,166円

11万　339円

　2,505円

1万4,170円

1万2,520円

1万9,390円

一一

28万6,090円

特別会計決算状況 (単位　千円)

※注　過年度損益勘定留保資金・当年度損益勘定留保資金

　　　及び建設改良積立金で補てんしました。

昭和62年度

昭和58～62年度決算額の推移

5
8
地
方
債
現
在
高

壬生町民憲章　１．思いやりに満ちた心であたたかい社会をつくります

｀ J

心
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町
で
は
、
住
み
よ
い
環
境
を
作

る
た
め
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を

得
て
公
共
下
水
道
の
建
設
を
進
め

て
い
ま
す
が
、
現
↑
仕
、
工
事
中
の

と
こ
ろ
（
国
谷
地
区
は
除
く
）
は
、

四
月
一
日
か
ら
使
用
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
今
回
は
公
共
下
水
道

の
使
用
方
法
に
つ
い
て
、
お
知
ら

伸ばそう下水道　ミ

作ろう住みよい環境

下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
と

　
台
所
や
浴
室
な
ど
の
排
水
と
と
も

に
、
し
尿
も
直
接
ド
水
道
に
流
す
こ

と
が
で
き
、
使
途
で
衛
生
的
な
生
活

が
営
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
下
水
道
は
、
町
で
設
直
し
管
理
す

る
部
分
ス
五
下
水
道
）
と
町
民
の

み
な
さ
ん
が
設
置
、
管
理
し
て
い
た

だ
く
部
分
（
排
水
設
備
）
が
あ
り
ま

す
。
公
共
下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
時
は
、
一
日
も
早
く
家

庭
の
台
所
や
浴
室
な
ど
、
又
は
工
場

な
ど
か
ら
の
汚
水
を
公
共
下
水
道
本

管
へ
流
せ
る
よ
う
に
「
排
水
設
備
」

を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
く
み
取
り
便
所
に
つ
い
て

は
、
供
用
開
始
後
三
年
以
内
に
水
洗

便
所
（
公
共
下
水
道
に
接
続
し
た
も

言
に
改
造
す
る
こ
と
が
、
建
物
の

所
有
者
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

排
水
設
備
と
は
？

　
家
庭
の
台
所
や
浴
室
、
洗
た
く
機

な
ど
か
ら
の
排
水
と
、
水
洗
便
所
か

ら
の
汚
水
を
排
水
管
に
よ
り
、
公
共

汚
水
ま
す
に
接
続
す
る
部
分
ま
で
の

施
設
を
い
い
ま
す
。

　
排
水
設
備
は
、
各
家
庭
で
維
持
管

理
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
粗

悪
な
工
唇
や
違
法
な
工
事
が
さ
れ
な

い
よ
う
に
、
町
指
定
の
公
認
工
事
店

と
契
約
を
し
、
工
事
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
汚
水
を
流
す
排
水
管
の
大

き
さ
は
、
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。
排

水
設
備
を
設
置
す
る
場
合
は
、
み
な

さ
ん
が
計
画
書
を
作
成
し
、
町
の
確

認
や
検
査
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
言
語
工
事
店
が
代
行
し
ま
す
）

　
な
お
、
不
正
な
工
事
を
行
な
っ
た

り
、
許
可
な
ど
を
受
け
な
か
っ
た
場

合
は
、
罰
則
を
受
け
ま
す
。

下
水
道
を
使
用
す
る
と
き
は
Ｉ
み
な
さ
ん
へ
の
お
願
い

　
下
水
道
施
設
の
正
常
な
機
能
を
保

つ
た
め
、
次
の
よ
う
な
制
限
が
あ
り

ま
す
。

①
し
尿
を
公
共
下
水
道
に
流
す
と
き

心

　
は
、
水
洗
便
所
に
し
な
い
と
流
せ

　
ま
せ
ん
。

②
工
場
な
ど
か
ら
出
る
排
水
が
有
吉

　
な
物
質
を
含
ん
で
い
る
場
合
は
、

　
一
定
の
水
質
規
準
ま
で
排
水
を
処

　
理
し
て
い
た
だ
く
「
除
外
施
設
」

　
を
設
け
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ

　
て
い
ま
す
。

③
公
共
下
水
道
を
使
用
す
る
と
き
は
、

　
町
へ
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
廃
ｄ
す
る
と
き
も
同
様
で

　
す
。

　
下
水
道
施
設
は
、
供
用
開
始
後
数

十
年
も
耐
久
性
の
あ
る
も
の
で
す
が
、

使
用
方
法
に
よ
り
相
当
差
が
出
て
き

ま
す
。
ド
水
道
は
み
な
さ
ん
の
財
産

で
も
あ
る
の
で
す
。

W

　
各
家
庭
で
で
き
る
排
水
対
策

①
台
所
か
ら
出
る
食
べ
物
の
残
り
カ

　
ス
や
調
理
く
ず
な
ど
は
、
な
る
べ

　
く
流
さ
な
い
よ
う
に
す
る
。

②
水
に
溶
け
な
い
も
の
（
ビ
ニ
ー
ル

　
類
、
布
く
ず
、
固
い
紙
な
ど
）
を

　
流
さ
な
い
よ
う
に
す
る
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
を
守
り
、
施
設
の

有
心
を
少
し
で
も
長
く
保
ち
、
快
適

で
住
み
よ
い
生
活
が
で
き
る
よ
う
に

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

１．働くニとによろこびをもち豊かな生活をきずきます壬生町民憲章
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税の知識

　高揚のために

中学生による税の標語

退
し
、
実
力
に
勝
る
壬
生
下
馬
本
チ

ー
ム
が
勝
利
の
ゴ
ー
ル
イ
ン
を
し
ま

し
た
。

　
レ
ー
ス
の
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

一
　
位
　
壬
生
下
馬
木
チ
ー
ム

　
　
　
（
タ
イ
ム
）
一
時
間
ニ
ト
三
分
五
十
六
秒

二
　
位
　
西
高
野
チ
ー
ム

　
　
　
（
タ
イ
ム
）
一
時
間
ニ
ト
五
分
十
六
秒

三
　
位
　
六
美
南
部
第
一
チ
ー
ム

　
　
　
（
タ
イ
ム
二
時
間
ニ
ト
八
分
四
圭
二
秒

壬生町排水設備公認工事店一覧表

　　　　　　　　　(昭和63年12月１日現在)
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' 病 歿 W

浦添京晰
聯噺示

即丿匹沿･､･仙 ㈲水井デンキ 水井　正成 本丸二丁目15－59 82－1165

廉|｀

清　水　金　物　店 清水　清寿 中央町１６－３ 82－0312

万策
大　淵　工　業　㈱ 大淵　甚吉 壬生丁130 82－0583

瀕 ㈱須永電機設備工業 加藤　孝恕 表町８－１５ 82－2539

爆万万
伊　藤　工　業　㈲ 伊藤　彰彦 大師町6－41 82－0672

廟 小　林　工　業　㈲ 小林　俊雄 安塚1029 86－0164

諦1 小田垣総合設備㈱ 小田垣喜義 本丸二丁目25－9 82－0032

U痢 遺　藤　工　業　㈱ 遠藤　備雄 安塚2042－2 86－0026

顛白 ㈲松本管工設備 松本　裕一 元町8－24 82－0877

㈲ 壬生設備工業㈱ 宮崎　敏勝 安塚2456－3 86－1502

囲 ㈲斎藤設備工業 斎藤　　勇 幸町二丁目20－5 86－1336

躾 ㈱　壬　生　管　工 寺崎　三次 壬生甲2323 82－3933

囲 渡辺電気工事店 渡辺　速男 緑町二丁目１８－１３ 86－0327

囲 ㈲東武住宅機器 武闘　釘郎 安塚3343－32 82－6620

/|雍 俊工設備工業㈱ 渡辺　俊夫 本丸二丁目25－7 82－3503

回佃八 小森住宅設備 小森　政雄 本丸二丁目１９ －１７ 82－0033

躾 ㈲一都木電工
　　　壬生営業所

水野　金夫 駅東町9－22 82－0076

白熊 ㈲馬場さく泉工業 橋本　敏幸 藤井130 82－2265

漁 布　施　木　設　備 布施木善憚 藤井245－3 82－5521

オノザキ

　リビングサービス
小野崎義雄 安塚924－6 86－0894

涙粒 大橋電気商会 大橋　豊松 壬生甲3187 82 －1519

胤,1 江　　田　　商　　店 江田　嘉直 七ツ石793 82－1021

　
栃
木
税
務
署
で
は
、
昭
和
六
十
三
　
　
〇
税
金
で
調
和
の
と
れ
た
国
づ
く
り

年
度
「
中
学
生
に
対
す
る
税
の
標
語
」
　
　
　
　
　
　
壬
生
中
一
年
　
粂
川
英
美

を
管
内
九
市
町
よ
り
募
集
し
、
町
内
　
　
　
ま
た
、
壬
生
町
長
賞
に
は
次
の
方

か
ら
次
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
　
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

☆
署
長
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
♀
生
中
三
年
手
塚
満
、
三
年
中
田
真

ｏ
生
か
さ
れ
る
あ
な
た
の
税
が
老
後
　
　
　
佐
美
、
二
年
高
橋
友
加
里
、
二
年

　
ま
で
　
壬
生
中
二
年
　
犬
憶
測
二
　
　
　
萌
黄
由
香
理
、
二
年
町
田
智
子

○
税
金
で
支
え
る
国
と
街
づ
く
り
　
　
　
（
南
犬
飼
中
）
三
年
渡
辺
道
子
、
三
年
野

　
　
　
南
犬
飼
中
一
年
　
柘
植
純
史
　
　
　
口
英
樹
、
二
年
川
久
保
宏
子
、
二

☆
県
税
所
長
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
早
乙
女
恵
、
一
年
幸
村
暁
子

町
福
祉
に
と

1
5
万
円
寄
付
さ
れ
る

　
十
二
月
十
二
日
、
栃
木
地
区
遊
技

業
協
同
組
合
防
犯
協
力
会
で
は
、
「
福

祉
の
た
め
に
お
使
い
下
さ
ニ
と
十

五
万
円
を
町
へ
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
寄
付
は
年
二
回
行
わ
れ
、
今

回
言
五
回
目
に
な
り
ま
す
。
町
で
は

福
祉
基
金
に
積
立
て
て
、
町
福
祉
の

元
実
に
活
用
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

壬生町民憲章　１．きまりを守り互いに信じあう明るい町をつくります
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「
町
民
の
ひ
ろ
ば
Ｌ
は
み
ん
な
で
作
る
ペ
ー
ジ
で
す
。
身
近
な
ニ
ュ
ー
ス
や
で
き
ご
と
を
紹
介

し
ま
す
の
で
、
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
気
軽
に
企
画
財
政
課
広
報
広
聴
係
（
励
二
二
三
自
）

ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

み
　

「
－
－
リ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
。
。
１
－
－
１
。
；
Ｉ
Ｆ
－
－
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
。

　
　
　
　
　
　
j
j
.
‐
｡
＆
.
J
a
l
j
.
.
I
‐
i
=
j
E
&
＿
　
＿

報広

‐
‐
'
I

l
a
‐
‐
‐
k
･
i
l
‐
~
ｌ
－
－
－
－
！
　
－
・
－
％
♂
く
Ｉ
Ｉ
　
　
　
ｊ
－
－
－
　
　
　
　
－

’
－
－
’
ド
レ
レ
レ
”
　
”
’
゛
ド
に
レ
ド
ト
に
｀
ｙ
…
…
…
…
ド
Ｆ
に
ヮ
　
　
　
’
－
・
”
－
！
－
ま
い
門
川
］

ふ
れ
あ
い
の
十
年

　
　
　
た
し
か
め
た
一
日

　
十
一
月
十
日
、
安
塚
の
せ
せ
ら
ぎ

学
園
（
松
野
　
幹
園
長
）
で
、
園
生

と
地
九
安
塚
地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
に

よ
る
第
十
回
地
地
文
流
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
毎
年
こ
の
時
期
に
聞
か

れ
て
い
る
も
の
で
、
今
回
は
、
十
年

目
の
節
目
に
当
り
、
六
十
名
余
の
老

人
ク
ラ
ブ
貝
が
出
席
し
て
、
こ
の
間

に
結
婚
さ
れ
た
園
生
を
祝
福
し
た
り
、

カ
ラ
オ
ケ
や
ダ
ン
ス
、
食
事
会
な
ど

で
、
楽
し
く
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
十
年
連
続
し
て
参
加
さ
れ

た
ク
ラ
ブ
貝
に
は
、
同
学
園
か
ら
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

朝
市
（
野
菜
即
売
会
）
が
好
評

助
谷
む
ら
づ
く
り
推
進
会
議

　
十
二
月
十
七
日
、
猫
協
前
交
差
点

お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
駐
在
所
前
で
、
助

谷
む
ら
づ
く
り
事
業
と
し
て
、
朝
市

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
朝
市
に
は
、
助
谷
地
区
農
家

の
皆
さ
ん
が
精
根
を
こ
め
て
作
り
上

げ
た
取
り
立
て
の
″
は
く
さ
ヤ
や

　
″
だ
い
こ
ん
几
　
″
ご
ぼ
う
″
な
ど

の
野
菜
を
、
市
価
の
半
値
で
消
費
者

の
方
に
販
売
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
朝
市
の
収
益
金
は
町
社
会

福
祉
協
議
会
へ
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

創
立
十
周
年
を
祝
う

　
　
　
　
　
壬
生
町
文
化
協
会

　
本
町
の
文
化
活
動
を
代
表
す
る
町

文
化
協
会
が
、
創
立
十
周
年
を
迎
え

こ
れ
を
祝
う
記
念
式
典
が
、
十
二
月

十
一
日
、
壬
生
中
央
公
民
拡
大
ホ
ー

ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
は
、
佐
藤
忠
男
町
文
化
協
会

長
の
あ
い
さ
つ
、
同
協
会
発
展
に
寄

与
さ
れ
た
方
々
の
功
労
者
表
彰
と
受

貧
者
代
表
あ
い
さ
つ
、
そ
し
て
、
来

賓
の
檜
井
町
長
、
泉
渫
太
郎
県
文
化

協
会
長
の
祝
辞
と
続
き
、
町
民
の
歌

を
斉
唱
し
て
終
了
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
ス
テ
九
ジ
で
は
、
多
彩

な
催
し
物
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
中
ホ
ー
ル
で
は
同
協
会
の

各
部
の
作
品
が
展
示
さ
れ
、
た
く
さ

ん
の
方
々
が
鑑
賞
し
ま
し
た
。

町
民
の
歌
を
斉
唱
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県
芸
術
祭
で
入
賞

　
十
一
月
二
十
三
日
、
栃
木
会
館
で

開
催
さ
れ
た
第
四
十
二
回
県
芸
術
祭

民
謡
・
民
舞
大
会
に
お
い
て
、
本
町

の
民
舞
愛
好
会
、
壬
生
美
佐
恵
会
（

玉
田
サ
イ
会
長
・
会
員
二
十
六
名
）

が
、
見
事
に
奨
励
賞
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

　
同
会
は
、
昭
和
六
ト
二
年
一
月
に
、

名
取
で
あ
る
伏
木
美
佐
恵
さ
ん
（
栃

木
市
）
が
、
つ
な
が
り
の
深
い
本
町

に
民
舞
の
ダ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
た
い

と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
呼
び
か
け
た

と
こ
ろ
、
踊
り
好
き
の
婦
人
が
集
ま

確定申告は

自分で書きましょう./

　
感
心
申
告
書
は
、
「
確
定
申
告
の

手
引
き
」
や
「
申
告
書
の
書
き
か
た
」

を
参
考
に
し
な
が
ら
ご
自
分
で
書
き

ま
し
ょ
う
。
「
申
告
書
の
書
き
か
た
」

に
示
さ
れ
て
い
る
番
号
順
に
記
入
し

て
い
く
と
、
所
得
や
税
額
の
計
算
が

簡
単
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
給
与
所

得
の
は
か
に
不
動
産
所
得
や
配
当
所

得
な
ど
を
申
告
す
る
と
き
の
た
め
に
、

（
給
与
所
得
の
あ
る
人
の
申
告
書
コ

般
用
）
の
記
載
例
」
も
用
意
し
て
あ

り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

っ
て
産
声
を
あ
げ
、
中
央
公
民
館
で

熱
心
に
練
習
を
重
ね
て
き
た
成
果
が

実
り
、
発
足
後
わ
ず
か
二
年
目
で
、

晴
れ
の
大
舞
台
で
の
。
輝
か
し
い
金

星
″
獲
得
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
今
後
、
同
会
は
若
い
人
達
に
も
大

い
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
活
動
を
盛

り
上
げ
て
、
さ
ら
に
精
進
を
重
ね
て

い
く
こ
と
に
な
り
、
今
後
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
本
大
会
に
は
過
去
、
本
町

か
ら
「
か
ん
ぴ
ょ
う
音
頭
」
、
「
か

ん
ぴ
ょ
う
踊
り
」
が
出
場
し
た
だ
け
’

で
あ
り
、
今
回
の
受
賞
を
契
機
と
し

て
、
本
町
に
牙
牛
こ
た
つ
民
舞
の
薗
」

が
大
き
く
花
開
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
な
お
、
年
末
調
整
を
受
け
た
給
与

以
外
に
所
得
の
な
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

が
医
療
控
除
、
住
宅
取
得
控
除
な
ど

に
よ
り
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
と

き
の
た
め
に
「
給
与
所
得
者
の
還
付

申
告
用
」
の
申
告
書
が
用
意
し
て
あ

り
ま
す
。

※
所
得
や
税
額
の
計
算
の
仕
方
、
申

告
書
の
書
き
方
な
ど
で
分
か
ら
な
い

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
税

務
署
、
税
務
相
談
室
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

　
税
務
署
　
　
宍
一
言
Ｔ
ｏ
八
八
五

　
税
務
相
談
室
？
ロ
ー
七
四
三
五

-

脳卒中後の

　　　食事革命

〈俳優千秋実さんの談話から〉

　
健
康
を
過
信
す
る
な

　
今
か
ら
1
3
年
前
の
５
７
歳
の
と
き
に
、

突
然
ポ
カ
ッ
ト
脳
卒
中
に
見
舞
わ
れ

た
の
で
す
が
、
考
え
て
み
る
と
、
自

分
の
健
康
を
過
信
し
て
た
ん
で
す
よ
。

　
い
ま
は
キ
ッ
パ
リ
や
め
ま
し
た
が
、

そ
れ
ま
で
は
一
日
に
６
０
～
７
０
本
の
タ

バ
コ
を
吸
い
、
酒
は
メ
チ
ャ
メ
チ
ャ

飲
む
わ
、
と
に
か
く
不
規
則
な
生
活

の
波
紋
で
、
そ
の
う
え
シ
ャ
カ
リ
キ

に
な
っ
て
慟
い
て
ま
し
た
。

　
と
い
う
の
も
、
中
学
の
こ
ろ
に
陸

下
部
で
鍛
え
た
と
い
う
自
負
が
あ
っ

て
、
ぶ
え
な
オ
レ
が
倒
れ
る
も
ん

か
／
ｊ
と
い
う
過
信
が
あ
っ
た
ん
で

す
な
。

　
こ
れ
は
い
け
ま
せ
ん
ね
。
い
か
に

健
康
だ
と
い
っ
て
も
、
ま
ず
４
０
代
に

な
っ
た
ら
定
期
的
に
検
査
を
受
け
な

く
ち
や
い
け
ま
せ
ん
。
ぼ
く
の
経
験

か
ら
、
こ
れ
は
ぜ
ひ
と
も
力
説
し
た

い
ん
で
す
よ
。

　
塩
分
は
一
日
５
グ
ラ
八
】

　
病
気
し
て
何
か
変
わ
っ
た
か
と
い

う
と
、
食
事
に
敏
感
に
な
っ
た
こ
と

で
す
ね
。
こ
れ
は
も
う
、
病
前
と
病

後
じ
ゃ
革
命
で
す
な
。

　
北
海
道
育
ち
で
、
塩
ジ
ャ
ケ
、
タ

ラ
コ
と
塩
分
の
多
い
も
の
ば
か
り
食

べ
て
い
た
の
を
減
塩
食
に
し
、
塩
分

を
追
放
し
ま
し
た
。
欠
か
せ
な
か
っ

た
み
そ
汁
は
、
た
ま
に
ご
く
薄
く
し

て
飲
み
ま
す
が
、
漬
け
物
、
こ
れ
は

も
う
食
べ
ま
せ
ん
。
一
日
二
食
で
、

朝
食
兼
用
の
メ
ニ
ュ
ー
が
パ
ン
ー
枚

と
、
野
菜
サ
ラ
ダ
に
果
物
。
夜
は
ご

は
ん
一
膳
で
す
ね
。

　
食
事
の
こ
と
は
家
内
が
し
っ
か
り

ヲ
ノ
ト
ロ
ー
ル
し
て
く
れ
ま
し
て
、

塩
分
は
一
日
５
グ
ラ
ム
を
き
っ
ち
り

守
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
添

加
物
の
あ
る
食
品
は
避
け
、
動
物
性

タ
ン
パ
ク
質
を
極
力
減
ら
し
、
過
食

を
避
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
血
圧
に

は
効
き
ま
す
な
。

　
味
気
な
い
食
事
だ
な
、
と
思
わ
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
慣
れ
る
と

塩
分
に
未
練
は
な
く
な
り
、
食
べ
物

本
来
の
味
を
か
み
し
め
ら
れ
る
か
ら
、

か
え
っ
て
お
い
し
い
で
す
よ
。
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二
十
歳
に
な
っ
た
ら

　
　
国
民
年
金
に
加
入

み
　
新
し
く
成
人
を
迎
え
ら
れ
た
あ
な

報
た
、
国
民
年
金
を
知
っ
て
ま
す
か
。

広
　
学
生
な
ど
を
除
き
、
２
０
硫
か
ら
国

民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
（
厚
生
年
金
保
険
・
共
済
組

合
に
加
入
し
て
い
る
人
は
除
言

　
国
民
年
金
に
加
入
す
る
と
、

①
６
５
歳
に
な
っ
た
と
き
、
老
齢
基
礎

　
年
金
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

②
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
が
残
り
働
け

　
な
く
な
っ
た
と
き
、
障
害
基
礎
年

　
金
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

③
み
な
さ
ん
に
万
一
の
こ
と
が
あ
っ

　
た
と
き
、
奥
さ
ん
や
お
子
さ
ん
は

　
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
加
入
す
る
こ
と
は
大
切
な
義
務

　
み
な
さ
ん
が
国
民
年
金
に
加
入
す

る
こ
と
は
私
た
ち
の
義
務
で
あ
り
、

社
会
人
へ
の
第
一
歩
で
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
み
な
さ
ん
の
よ
う
な
若

い
世
代
が
、
現
在
の
お
年
寄
達
の
年

金
を
支
え
て
い
ま
す
。
ま
だ
千
続
ぎ

の
す
ん
で
い
な
い
方
は
、
す
ぐ
に
役

場
住
民
・
課
窓
口
で
、
ｆ
続
き
を
す
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

特り

　
ｏ
利
用
の
ご
案
内

・
貸
出
券
は
、
ひ
と
り
１
枚
で
す
。

（
移
動
図
書
館
と
共
通
の
券
で
す
）

・
ひ
と
り
５
阻
ま
で
借
り
ら
れ
ま
す
。

・
本
は
借
り
た
日
を
含
め
、
１
５
日
間

谷
々
週
の
同
じ
曜
日
ま
で
）
借
り

て
い
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
○
借
り
る
と
き
は
…
…
…

・
貸
出
券
と
借
り
た
い
本
を
、
一
緒

に
、
カ
ウ
ン
タ
ー
に
出
し
て
下
さ
い
、

・
手
続
き
が
終
っ
た
ら
、
貸
出
券
を

必
ず
受
取
っ
て
下
さ
い
。

・
貸
出
券
が
な
い
と
、
本
は
借
り
ら

れ
ま
せ
ん
。

　
○
返
す
と
き
は
…
…
…

・
返
す
本
を
、
カ
ウ
ン
タ
ー
に
出
し

て
下
さ
い
。

・
貸
出
券
は
、
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
○
移
動
図
書
館

ｏ
幸
町
一
丁
目
　
な
か
た
洋
品
店
裏

　
　
　
　
　
｝

１
月
1
9
日
田
　
午
後
２
時
半
か
ら

　
　
、
２
月
の
巡
回
は
、
あ
り
ま
せ
ん

　
　
（

次
は
、
３
月
1
4
日
㈹
で
す
。

〇
安
　
塚
　
　
　
安
塚
小
学
校

・
１
月
1
8
日
巾
　
午
後
２
時
半
か
ら

　
　
（
次
は
、
２
月
１
５
日
出
で
す
）

　
　
○
図
書
館
の
催
し

〇
「
ひ
ば
り
の
会
」
の
皆
さ
ん
に
よ

る
　
紙
芝
居
と
絵
本
の
会

・
―
目
云
日
田
　
図
書
館
児
童
室

　
　
午
後
２
時
３
０
サ
ー
３
時
３
０
分

・
だ
し
も
の
は
…
…
…

　
　
　
「
い
っ
き
ゆ
う
さ
ん
」

　
　
　
谷
も
れ
は
っ
ゆ
き
さ
ん
」

　
　
　
「
へ
ん
し
ん
　
へ
ん
し
ん
」

　
ほ
か
。
み
ん
な
で
き
て
ね
／
・

　
　
　
（
次
は
、
２
月
1
8
日
用
で
す
）

○
読
書
会

・
２
月
1
0
目
白
　
午
後
１
時
３
０
分

　
　
テ
キ
ス
ト
　
　
渾
地
久
枝
　
著

　
　
　
『
雪
は
よ
ご
れ
て
い
た
』

　
○
１
～
２
月
の
休
館
日

・
１
月
で
３
０
日
　
２
月
６
・
1
3
日

ま
た
、
２
月
Ｈ
日
の
祝
日
。

正月は手作りを飾ろうｊ

　｢しめなわ作り教室｣

心

満
足
い
っ
ぱ
い

　
十
二
月
二
十
五
日
、
壬
生
中
央
公

民
館
で
「
し
め
な
わ
作
り
教
室
」
が

小
林
一
男
さ
ん
（
大
師
町
）
の
指
導

に
よ
り
、
親
子
連
れ
な
ど
三
十
名
の

方
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
お
正
月
を
自
分
の
手
で
作
っ
た
「
し

め
な
わ
」
で
迎
え
よ
う
と
、
み
な
さ

ん
張
り
切
っ
て
挑
戦
し
ま
し
た
が
、

意
外
に
難
し
い
作
業
に
四
苫
八
苦
「
繩

な
い
っ
て
難
し
い
ね
」
と
言
い
な
が

ら
も
、
り
っ
ぱ
な
「
王
じ
め
」
「
輪

じ
め
」
が
完
成
し
大
喜
び
で
し
た
。



あ達者　ｙ

カッフjl，

木林苦言さん④原坪

縁
結
び
は

　
百
組
を
越
え
る

下
稲
葉
原
坪
の
木
村
常
次
さ
ん
（
８
０

歳
）
と
妻
ヨ
シ
さ
ん
（
８
３
歳
）

は
、
趣
味
と
連
動
を
か
ね
て
、

農
業
後
継
者
の
縁
結
び
の
お
手

皿
伝
い
を
し
て
お
ら
れ
、
現
在
。

、
４
二
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
ま
と
ま
り

み
そ
う
で
ヽ
今
ま
で
に
、
近
く
は

報
も
ち
ろ
ん
、
席
次
さ
ん
が
生
ま

広
れ
た
七
新
灯
心
ほ
と
ん
ど
を
ま

11
1111目||||||||||||||||||||||||||lll|||||lllNIIIIIIINI

と
め
ら
れ
、
百
組
以
上
の
実
績

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
常
次
さ
ん
は
、
終
戦

を
満
州
の
旱
天
で
迎
え
、
ソ
連

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
地
区
綿
花
農
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

の
収
各
所
に
四
年
間
抑
留
さ
れ
ま
し

た
。
幸
い
炊
事
の
万
を
や
ら
れ
て
い

た
の
で
、
食
べ
物
に
は
困
ら
な
か
っ

た
そ
う
で
す
。

　
ヨ
シ
さ
ん
は
、
息
衿
さ
ん
が
補
修

行
を
卒
業
後
、
ぶ
順
良
と
し
て
海
軍

入
り
、
そ
し
て
夫
も
軍
隊
に
行
っ
た

後
を
、
四
歳
に
な
ら
れ
た
娘
さ
ん
を

か
か
え
て
苦
労
さ
れ
ま
し
た
。

　
お
二
人
と
も
お
元
気
で
、
健
康
に

は
別
に
気
を
使
っ
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
で
し
た
が
、
の
ん
び
り
し
て
神

社
を
使
わ
な
い
よ
う
に
し
、
食
事
は

野
菜
を
充
分
に
取
り
、
腹
八
分
目
に

し
て
お
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
常

次
さ
ん
は
酒
を
少
々
た
し
な
み
ま
す

が
、
タ
バ
コ
は
５
０
歳
の
時
に
や
め
て

し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

格価内町の月12
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　　100g
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席座席㈱ ビ　ン　入
　　1，650g

339～　688 440 397

朧朧瀕 上　白　糖
　　l　kg

198～　250 206 233

脳膳㈱ 濃ロポリ入
　１　� 178～　340 246 239

巣薗縦 100g 140～　298 215 213

廊㈹剛 水煮６号
　200g 83～　145 108 106

白白頴回?§宍ﾌﾟｽﾞﾂ
150g 698～1,150 881 887

U綴織叛 l　kg 100～　250 170 177

廉誰誰 l　kg 150～　250 179 187

10個入　Ｍ 130～　290 193 158

1,200枚 185～　278 240 239

400枚 95～　198 133 123

庸才慧隻 4.1kg 880～　998 954 954

微吟卵微| 380哺 145～　288 174 156

朧朧個 30cmx20m 130～　238 184 184

囲雁朧 25cmx8m 108～　188 128 127

願謙 １８　ｇ 630～　720 661 709

５　� 2､660～2,660 2,660 2,660

レギュラー
　１　必

110～　115 １１３ １１３

W嫉回才丿嫉万
j １　必 65～　70 68 67

　
今
回
の
改
正
は
、
消
費
者
保
護
を

よ
り
一
層
明
確
に
す
る
た
め
で
、

①
規
制
対
象
が
拡
大
さ
れ
た

②
業
者
へ
の
義
務
づ
け
が
強
化
さ
れ

　
た
③
消
費
者
の
権
利
が
拡
大
さ
れ
た

な
ど
が
主
な
も
の
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、
規
制
対
象
の
拡
大

は
指
定
商
品
４
３
品
目
の
他
に
、
既
金

属
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
追
加
し
、
役

務
や
権
利
等
の
サ
ー
ビ
ス
取
り
引
き

や
キ
ャ
ッ
千
セ
ー
ル
ス
、
ア
ポ
イ
ン

ト
メ
ン
ト
セ
ー
ル
ス
、
Ｓ
Ｆ
商
法
、

さ
ら
に
マ
ル
チ
ま
が
い
商
法
も
規
制

の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　
業
者
へ
の
義
務
づ
け
で
は
、
契
約

者
の
住
居
以
外
で
現
金
取
り
引
き
を

し
た
場
合
で
も
、
ク
ー
リ
ン
ダ
オ
フ

（
解
約
）
の
記
載
書
面
交
付
が
義
務
づ

け
さ
れ
、
ウ
ソ
や
脅
迫
な
ど
の
行
為

も
禁
叱
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
消
費
者
の
権
利
拡
大
に
つ

い
て
は
、
ク
ー
リ
ン
ダ
オ
フ
の
期
間

が
７
日
か
ら
８
日
に
、
現
金
取
引
き

で
も
総
岬
二
千
円
以
上
が
適
用
さ
れ
、

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
オ
プ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

も
、
送
付
の
日
か
ら
1
4
日
、
引
き
取

り
の
請
求
し
た
日
か
ら
７
日
が
経
過

す
れ
ば
、
商
品
の
処
分
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
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Ｒ
収
距
頴
賤
顔
　
’
－
－
－
－
－
－
叡
乍

誤
脱
百
行
錆
び
」

　
　
　
　
－
－
－
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
－

壬
生
中
三
年

　
　
栃
木
　
淳
子

　
　
朧
鸚
言
詮

　
　
～
Ｍ
Ｅ
Ｒ

　
　
U
&
1

　
　
皿
皿
賢
　
　
゛

　
　
Ｅ
t
1
頭
四
一
゜
四
・
・
・
・

鼎
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

　
　
体
験
か
ら
」

　
人
間
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
待
っ
て

い
る
権
利
、
人
権
。
そ
の
権
利
を
侵

さ
れ
る
苦
し
み
、
つ
ま
り
、
差
別
さ

れ
る
苦
し
み
を
、
本
当
に
分
っ
た
の

は
、
中
学
一
年
生
の
時
で
し
た
。

　
中
学
生
に
な
っ
て
初
め
て
の
夏
休

み
、
私
は
、
。
つ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
参
加
し
ま
し
た
。
壬
生
町
に
あ
る

心
身
障
害
者
授
産
施
設
、
睦
作
業
所

と
い
う
所
で
し
た
。
身
障
者
と
呼
ば

れ
て
い
る
人
達
が
働
い
て
い
る
所
で

す
。
き
っ
か
け
は
、
お
じ
が
、
こ
こ

に
通
っ
て
い
る
と
い
う
拳
で
し
た
が

軽
い
気
待
ち
で
申
し
込
ん
だ
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
当
日
、
多
く
の

身
障
者
の
人
達
と
い
っ
し
ょ
に
、
仕

事
を
す
る
と
い
う
こ
と
に
、
私
は
、

恐
怖
と
不
安
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
明
る
い
感
じ
の
若
い
女
の

人
が
、
お
も
ち
や
の
部
品
の
型
抜
き
、

組
み
立
て
と
い
う
仕
事
の
内
容
を
、

初
め
て
で
と
ま
ど
っ
て
い
る
私
に
、

手
を
と
っ
て
教
え
て
く
れ
た
の
で
す
。

　
彼
女
の
、
一
生
懸
命
な
姿
は
尊
く
、

と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。
身

障
者
の
人
達
の
、
私
に
封
す
る
こ
ん

な
温
か
さ
が
、
私
を
、
不
安
か
ら
、

楽
し
い
気
分
に
変
え
て
く
れ
た
の
で

す
。
今
ま
で
に
見
た
こ
と
の
な
い
、

お
じ
の
い
き
い
き
と
し
た
一
面
も
見

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
達
か
ら

見
れ
ば
、
と
て
も
で
き
そ
う
も
な
い

よ
う
な
、
困
難
な
事
に
も
、
必
死
で

挑
戦
す
る
姿
。
世
間
か
ら
の
苦
し
み

に
耐
え
、
ど
ん
な
こ
と
に
あ
っ
て
も
、

自
分
な
り
に
生
き
よ
う
と
す
る
姿
。

私
は
、
そ
の
姿
に
胸
を
打
た
れ
ま
し

た
。
今
ま
で
の
自
分
の
考
え
に
対
す

る
は
ず
か
し
さ
、
い
や
ら
し
さ
が
、

こ
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。
何
の
不
足

も
な
く
、
五
体
満
足
に
育
っ
て
き
た

私
は
、
い
ろ
い
ろ
な
苦
し
み
を
背
負

っ
て
き
た
人
達
に
教
え
ら
れ
た
の
で

心

す
。
考
え
さ
せ
ら
れ
た
の
で
す
。
本

当
の
人
の
姿
を
知
る
に
は
、
外
見
だ

け
で
な
く
、
絹
子
の
心
も
理
解
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
を
。
身
障
者

の
人
達
も
、
自
由
に
、
幸
せ
に
生
き

る
権
利
を
、
私
達
と
同
じ
よ
う
に
持

っ
て
い
る
の
で
す
。

　
そ
し
て
、
校
内
弁
論
大
会
で
、
こ
の

作
業
所
に
通
う
障
害
者
の
人
達
と
の

交
流
に
よ
っ
て
、
彼
ら
に
対
す
る
私

の
気
持
ち
が
変
わ
っ
た
こ
と
を
も
と

に
、
思
い
や
り
の
心
を
、
た
く
さ
ん

の
人
に
持
っ
て
も
ら
い
た
い
こ
と
。

そ
し
て
、
私
が
、
彼
ら
の
生
き
方
に

ふ
れ
、
自
分
の
生
き
方
を
考
え
た
よ

う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
方
を
見
つ

め
直
し
て
ほ
し
い
こ
と
を
、
二
年
連

続
で
主
張
し
て
き
ま
し
た
。
た
っ
た

一
人
で
も
い
い
、
身
障
者
に
っ
い
て

考
え
て
ほ
し
か
っ
た
の
で
す
。

　
　
「
人
権
」
と
い
う
た
っ
た
二
文
字

の
言
葉
で
す
が
、
意
味
深
き
言
葉
で

す
。
こ
の
深
い
意
味
を
、
よ
り
多
く

の
人
々
が
、
心
か
ら
認
め
合
い
理
解

で
き
れ
ば
、
す
べ
て
の
人
々
が
、
幸

せ
に
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

な
ぜ
な
ら
、
だ
れ
も
が
持
っ
て
い
る
、

生
ま
れ
な
が
ら
の
権
利
な
の
だ
か
ら
。

　
（
文
中
、
紙
面
の
関
係
上
、
本
人
ら

　
了
解
を
い
た
だ
き
、
一
部
省
略
し

　
て
あ
り
ま
す
。
）

火
災
に
備
え
て

通
常
点
検
を
睦
小
で
行
う

匹－奇
。
一
一
一
ｌ
ｐ
｀
‐
｀
叩
－
－
ｌ
‐
｀
一
－
Ｄ
ｋ
一
一
１
－
Ｄ
ｋ
‐
｀
ｉ
－
Ｄ
む
一
一
１
－
－
山
一
｀
一
－
Ｌ
｀
一
一
－
ｈ
ｌ
一
一
叩
Ｄ
Ｉ
一
｀
一
－
Ｄ
Ｉ
一
一
知
－
Ｄ
Ｉ
‐
一
一
り
り
Ｌ
‐
｀
一
－
－
！
‐
ｊ
－
ｐ
Ｌ
｀
一
一
－

　
十
二
月
ト
日
、
寒
さ
が
身
に
し
み

る
午
後
七
時
か
ら
肪
犯
組
合
員
、
警

察
官
そ
し
て
消
防
団
コ
豆
名
の
方

々
の
協
力
に
よ
り
、
町
内
の
防
犯
診

断
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

自動車(2207台)

ドアロッ

　ｸなしX
26.8％

C592台）

-

良好

73.2％

(|,615台)

　
壬
生
町
消
防
団
（
梁
島
安
男
団
長
）

の
通
常
点
検
が
、
十
二
月
一
日
、
快

晴
の
も
と
睦
小
学
校
校
庭
で
、
人
員
、

服
装
、
機
械
器
具
点
検
、
ポ
ン
プ
操

法
の
点
検
等
に
つ
い
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
お
も
ら
ゃ
の
ま
ち
駅

か
ら
睦
小
ま
で
、
分
列
行
進
を
し
て

火
災
予
防
を
訴
え
ま
し
た
。

　
ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
か
ら
火
災
が

発
生
し
て
、
思
わ
ぬ
被
害
に
遭
わ
な

い
た
め
に
、
日
頃
か
ら
大
の
元
に
は

気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

防
犯
は
カ
ギ
を
か
け
る
習
慣
か
ら

自転車(761台)　オートバイ(264台)
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）

家
族
み
ん
な
で
話
し
合
お
う

　
　
『
交
通
安
全
に
つ
い
て
』

　
交
通
事
故
で
ケ
ガ
を
し
た
り
す
る

人
は
、
毎
年
約
七
十
三
万
人
に
も
の

ぼ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
故
を
よ
く

調
べ
て
み
る
と
、
起
こ
る
べ
く
し
て

起
き
た
事
故
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
そ

し
て
、
事
故
の
原
因
の
多
く
は
、
「
交

通
ル
ー
ル
は
十
分
承
知
の
上
で
、
つ

い
無
理
を
し
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う

も
の
が
圧
倒
的
で
す
。

　
交
通
事
故
を
防
ぐ
に
は
、
毎
日
の

生
活
の
中
で
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル

ー
ル
を
守
り
、
気
を
付
け
る
こ
と
が

大
切
な
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
に
最
も
犬
切
な
こ
と

は
、
「
家
族
で
交
通
安
全
に
つ
い
て

話
し
合
う
」
こ
と
で
す
。
交
通
安
全

の
家
族
会
議
な
ど
を
開
い
て
、
ふ
だ

ぶ
ん
ど
ん
な
こ
と
に
心
が
け
た
ら
よ
い

み
か
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
出
し
て
、

報
交
通
安
全
の
再
確
認
を
し
て
は
い
か

広
が
で
し
ょ
う
か
。
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注
意
事
項
を
つ
く
っ
て
み
よ
う

　
家
族
は
、
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん

そ
し
て
子
供
や
お
年
寄
り
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
年
代
の
集
ま
り
で
す
。
一

歩
外
に
出
る
と
、
交
通
手
段
の
違
い

か
ら
歩
行
者
と
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど
の

違
っ
た
立
場
に
な
り
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
が
、
ど
う
し
た
ら
身
を

守
れ
る
か
、
日
ご
ろ
の
反
省
を
こ
め

て
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。
忘
れ
て
い

る
こ
と
や
新
た
に
発
見
す
る
こ
と
が

き
っ
と
あ
る
は
ず
で
す
。

　
さ
ら
に
話
し
合
い
を
進
め
て
、
年

代
別
や
大
人
と
子
供
別
な
ど
と
、
項

目
を
つ
く
り
、
そ
れ
ぞ
れ
気
を
つ
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
を
書
き
出
し

て
見
て
く
だ
さ
い
。
そ
う
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
交
通
安
全
の
理
解
と
心

構
え
が
で
き
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　
家
族
で
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
話
し
合

い
の
場
を
も
っ
て
、
交
通
事
故
に
あ

わ
な
い
よ
う
、
ま
た
起
こ
さ
な
い
よ

う
習
慣
づ
け
を
し
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
短
　
　
歌

音
符
ら
を
五
線
の
上
に
お
ど
ら
せ
て

　
　
　
　
若
か
り
し
日
に
戻
り
し
心
地

文
化
協
会

　
文
芸
部
選

小
林
　
光
子

の
し
上
げ
し
形
に
と
ま
れ
る
ブ
ル
ト
ー
ザ
を

　
　
　
　
　
　
照
ら
し
て
冬
の
月
は
昇
り
ぬ

W

白
菊
の
霖
に
染
み
っ
つ
紫
の

　
　
　
　
日
々
濃
く
な
り
て
冬
深
み
ゆ
く

わ
が
怒
り
皿
ふ
や
う
に
ご
み
袋
を

　
　
　
破
り
し
猫
ど
も
遠
巻
き
に
ゐ
る

　
　
　
　
俳
　
　
句

本
の
葉
髪
妻
い
け
に
え
に
五
十
年

小
平
さ
よ
子
　
　
鴉
猛
る
テ
レ
ビ
は
今
日
も
リ
ク
ル
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
小
春
日
や
寝
そ
べ
る
小
犬
あ
く
び
し
く

　
　
　
　
　
　
　
断
崖
の
吹
付
け
作
業
枯
葉
降
る

宇
井
　
俊
一

鈴
本
性
世
子

青
本
　
談
丈

伊
沢
　
克
明

秋
山
　
　
仙

奥
村
　
ト
シ
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広

「
ゆ
め
は
石
材
店
」

稲
葉
小
六
年
中
村
　
　
学

　
ば
く
の
ゆ
め
は
、
家
で
経
営
し
て

い
る
石
サ
恬
を
つ
ぐ
こ
と
で
す
。

　
理
由
は
、
お
墓
を
作
っ
た
り
、
石

べ
い
を
作
っ
た
り
す
る
の
は
と
て
も

ナ
ご
い
と
思
う
か
ら
で
す
。

　
そ
れ
に
、
ば
く
は
長
男
で
、
ぼ
く

諺
く
の
ゆ
め

「
わ
た
し
の
ゆ
め
は

　
　
　
看
護
婦
さ
ん
Ｌ

稲
葉
小
六
年
阿
久
津
文
子

　
わ
た
し
は
将
来
、
看
護
婦
さ
ん
に

な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
な
ぜ
看
護
婦
さ
ん
に
な
り
た
い
か

と
い
う
と
、
病
気
で
病
院
へ
行
っ
た

と
き
な
ど
看
護
婦
さ
ん
が
と
て
も
親

の
他
に
後
を
つ
ぐ
人
が
だ
れ
も
い
な

い
か
ら
で
す
。
時
々
、
家
の
人
か
ら

「
お
ま
え
は
次
に
石
材
店
を
つ
ぐ
ん

だ
ぞ
ご
と
言
わ
れ
ま
す
。
そ
ん
な
時

は
、
早
く
つ
ぎ
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

　
お
父
さ
ん
は
家
で
も
、
一
生
け
ん

め
い
石
を
切
っ
た
り
み
が
い
た
り
は

っ
た
り
し
て
、
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

朝
早
く
仕
事
を
し
た
り
日
曜
ま
で
や

っ
た
り
も
し
ま
す
。
そ
ん
な
お
父
さ

ん
を
す
ご
い
な
あ
と
感
心
し
て
し
ま

い
ま
す
。
ぼ
く
も
早
く
後
を
っ
い
で

み
ん
な
に
親
し
ま
れ
る
す
ば
ら
し
い

石
付
庸
に
し
た
い
で
す
。

③
脂
肪
◎
節
節

切
に
し
て
く
だ
さ
り
、
そ
う
い
う
姿

に
あ
こ
が
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。

　
わ
た
し
が
看
護
婦
さ
ん
に
な
っ
た

ら
、
入
院
し
て
い
る
患
者
さ
ん
や
病

気
を
治
し
て
も
ら
い
に
来
る
患
者
さ

ん
に
、
少
し
で
も
や
さ
し
く
声
を
か

け
て
は
げ
ま
し
て
あ
げ
た
り
、
お
世

話
を
し
て
あ
げ
た
り
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
一
日
も
緊
く
病
気

を
治
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　
誰
に
で
も
信
頼
さ
れ
る
看
護
婦
さ

ん
に
な
れ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
の
勉

強
を
し
っ
か
り
や
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
）

チピッ子アjl,バム

すずき　み　さ
鈴木美紗ちゃん(至宝町南)　　く　ぼ　ま　いヽ久保真衣ちゃん(車塚)

こ
づ

昭
和
六
十
年
七
月
生
ま
れ
（
三
歳
）

　
（
父
）
鈴
木
　
悦
夫
さ
ん
の
長
女

　
（
母
）
　
″
　
正
恵
さ
ん

あ
借
さ
ん
か
Ｓ
一
言

　
す
な
お
な
心
の

優
し
い
女
の
子
に
育
っ
て
ほ
し
い

昭
和
六
十
一
年
十
月
五
日
生
ま
れ
（
二
歳
）

　
（
父
）
小
久
保
　
努
　
さ
ん

　
＾
母
゛
　
　
″
利
香
子
さ
ん
の
長
女

書
冊
さ
ん
か
Ｓ
一
言

　
と
て
も
人
な
つ
っ
こ
い

い
つ
も
元
気
い
っ
ぱ
い
の
お
て
ん
ば
娘
で
す
。

元
気
な
の
も
い
い
け
れ
ど

い
つ
ま
で
も
や
さ
し
い
女
の
。
ド
で
あ
っ
て
ほ
し
い
な
１
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

ご
寄
付

　
あ
り
が
と
４

福
祉
基
金
寄
付
者

〇
全
一
五
〇
、
〇
〇
〇
円

○
全
二
八
一
、
〇
〇
〇
円

○
全
六
、
四
九
五
円

○
會
万
言
一
二
円

４つ

ｏ
言
ハ
ズ
ｏ
ｏ
円
　
　
壬
生
町
母
子
福
社
会
様
　
　
よ

ｏ
金
Ｕ
べ
つ
○
○
円
　
　
壬
生
町
民
生
委
員
　
涼

　
、
・
ｐ
ぐ
．
　
　
　
　
　
協
議
会
購
入
部
お
　
し

ｏ
金
、
几
、
七
九
三
円
ぐ
斜
フ
ビ
ス
ダ
ル
し
フ
様

社
会
福
祉
協
議
会
寄
付
者
　
　
　
　
　
ま

○
金
瓦
○
、
○
○
○
円

の
す
八
五
、
〇
〇
〇
円

ｏ
金
工
〇
、
〇
〇
〇
円

　
　
　
伏
木
美
佐
恵
様

記
録
暫

ハ
‰

胆
影
議
様

ｏ
全
Ｔ
八
、
一
五
九
円
　
　
　
関
東
道
乱
．
族
様

〇
全
一
〇
、
〇
〇
〇
円
台
秤
生
活
改
善
ク
ラ
ブ
様

　
二
月
の
納
税

　
固
定
資
産
税

大
都
市
計
画
税

（
四
期
）

国
民
年
金
（
四
期
）

　まちのうごき

　　　　１月１日現在

総人口　38,992人（＋7）

　男　19,321人（－1）

　女　19,671人（＋8）

世帯数　11,095世帯（　0）

‥･_づ几昂想見柳

い買で内た　ば　こ　は　町
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